
＜項目名称の検索方法＞
【Ｃｔｒｌ】+「Ｆ」で キーワードを全角で入力してください。

臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

ＴＰ 臨床化学 茶ＳＰ ビウレット法 6.6-8.1 6.6-8.1 g/dL

Ａｌｂ 臨床化学 茶ＳＰ 改良BCP法 4.1-5.1 4.1-5.1 g/dL

　Ａ／Ｇ 臨床化学 茶ＳＰ 計算式 1.32-2.23 1.32-2.23 ＊

ＣＲＰ定量 臨床化学 茶ＳＰ ﾗﾃｯｸｽ凝集比濁法 0.00-0.14 0.00-0.14 mg/dL

ＵＮ 臨床化学 茶ＳＰ GLDH/ICDH消去法 8-20 8-20 mg/dL

Ｃｒ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 0.65-1.07 0.46-0.79 mg/dL

Ｃｒ　負荷 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ｅＧＦＲ 臨床化学 茶ＳＰ 計算式 ≧90 ≧90
mL/min

/1.73m
2

ＵＡ 臨床化学 茶ＳＰ ウリカーゼPOD法 3.7-7.8 2.6-5.5 mg/dL

Ｎａ／Ｋ／Ｃｌ 臨床化学 茶ＳＰ ISE法 ＊ ＊ ＊

Ｎａ 臨床化学 茶ＳＰ ISE法 138-145 138-145 mmol/L

Ｋ 臨床化学 茶ＳＰ ISE法 3.6-4.8 3.6-4.8 mmol/L

Ｃｌ 臨床化学 茶ＳＰ ISE法 101-108 101-108 mmol/L

Ｃａ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 8.8-10.1 8.8-10.1 mg/dL

Ｃａ補正値 臨床化学 茶ＳＰ 計算式 ＊ ＊ mg/dL

ＩＰ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 2.7-4.6 2.7-4.6 mg/dL

ＩＰ 負荷 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｍｇ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 1.8-2.4 1.8-2.4 mg/dL

Ｆｅ 臨床化学 茶ＳＰ ニトロソPSAP直接法 40-188 40-188 μg/dL

ＵＩＢＣ 臨床化学 茶ＳＰ ニトロソPSAP直接法 170-250 180-270 μg/dL

ＴＩＢＣ 臨床化学 茶ＳＰ ニトロソPSAP直接法 253-365 246-410 μg/dL

Ｔ－Ｂｉｌ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法（BOD) 0.4-1.5 0.4-1.5 mg/dL

Ｄ－Ｂｉｌ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法（BOD) ≦0.2 ≦0.2 mg/dL

ＴＣ 臨床化学 茶ＳＰ ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ酸化酵素法 142-248 142-248 mg/dL

ＴＧ 臨床化学 茶ＳＰ FG消去酵素法 40-234 30-117 mg/dL

ＨＤＬ－Ｃ 臨床化学 茶ＳＰ 選択的抑制法 38-90 48-103 mg/dL

ＬＤＬ－Ｃ 臨床化学 茶ＳＰ 選択的可溶化法 65-163 65-163 mg/dL

ＡＳＴ（ＧＯＴ） 臨床化学 茶ＳＰ JSCC標準化対応法 13-30 13-30 U/L

ＡＬＴ（ＧＰＴ） 臨床化学 茶ＳＰ JSCC標準化対応法 10-42 7-23 U/L

ＬＤ－ＩＦＣＣ 臨床化学 茶ＳＰ ＩＦＣＣ法 124-222 124-222 U/L

ＡＬＰ－ＩＦＣＣ 臨床化学 茶ＳＰ ＩＦＣＣ法 38-113 38-113 U/L

γ－ＧＴＰ 臨床化学 茶ＳＰ JSCC標準化対応法 13-64 9-32 U/L

ＣｈＥ 臨床化学 茶ＳＰ JSCC標準化対応法 240-486 201-421 U/L

ＣＫ 臨床化学 茶ＳＰ JSCC標準化対応法 59-248 41-153 U/L

Ａｍｙ 臨床化学 茶ＳＰ JSCC標準化対応法 44-132 44-132 U/L

Ｇｌｕ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 73-109 73-109 mg/dL

測定方法
基準値範囲

単位注意事項

血清最低
500μL
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2
日
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時
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で
に
到
着
分
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当
日
報
告

項目名称 検査室 容器名称 検体量 所要日数

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
出典の原文を記載しているため、実際の報告値の桁数とは異なる場合があります 　1/8

※所要日数に土日祝日は含まれません

(更新日:2025/11/04）



＜項目名称の検索方法＞
【Ｃｔｒｌ】+「Ｆ」で キーワードを全角で入力してください。

臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

血糖　負荷 臨床化学 灰ＦＨ 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｇｌｕ（NAF採
血）

臨床化学 灰ＦＨ 酵素法 73-109 73-109 mg/dL

ＨｂＡ１ｃ（ＮＧ
ＳＰ）

臨床化学 長灰ＦN HPLC法 4.9-6.0 4.9-6.0 ％

ＨｂＦ 臨床化学 長灰ＦN HPLC法 ≦1 ≦1 ％

ＮＴ－ｐｒｏＢＮ
Ｐ

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦125 ≦125 pg/mL

プロカルシトニ
ン

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦0.046 ≦0.046 ng/mL

フェリチン 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 39.90-465
     6.23-138

閉経前の女性の
測定分布値

ng/mL

ＣＹＦＲＡ 臨床化学 茶ＳＰ★ ECLIA法 ≦3.5 ≦3.5 ng/mL

ＰＳＡ（ＰＡ） 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦4 ＊ ng/mL
高感度
ＴＳＨ

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 0.61-4.23 0.61-4.23 mIU/L

高感度
ＴＳＨ負荷

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ mIU/L

ＦＴ４ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 0.90-1.70 0.90-1.70 ng/dL
ＦＴ３ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 2.3-4.0 2.3-4.0 pg/mL
インスリン 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 <15 <15 μU/mL
インスリン
負荷

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ μU/mL

コルチゾール 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法

午前6時～10時
7.07～19.6

午後4時～8時
2.96～9.77

午前6時～10時
7.07～19.6

午後4時～8時
2.96～9.77

μg/dL

コルチゾール
日内

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ μg/dL

コルチゾール
負荷

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ μg/dL

ＩｇＥ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦232 ≦232 IU/mL
ビタミンＢ１２ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 197-771 197-771 pg/mL
葉酸 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 3.89-26.8 3.89-26.8 ng/mL
ＰＴＨ－インタ
クト

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 10.3-65.9 10.3-65.9 pg/mL

ＣＥＡ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦5.0 ≦5.0 ng/mL
ＡＦＰ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦7.0 ≦7.0 ng/mL
ＣＡ１９－９ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦37 ≦37 U/mL
ＣＡ１２５ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ≦35 ≦35 U/mL

ＳＣＣ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 0.6-2.5 0.6-2.5 ng/mL

ＬＨ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 2.2-8.4

卵胞期 1.4-15
排卵期 8-100
黄体期 0.5-15
閉経後 11-50

mIU/mL

ＬＨ　負荷 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ mIU/mL

ＦＳＨ 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 1.8-12

卵胞期 3-10
排卵期 5-24
黄体期 1.3-6.2
閉経後 26-120

mIU/mL

ＦＳＨ　負荷 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ mIU/mL

プロラクチン 臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 4.29-13.69
閉経前4.91-29.32
閉経後3.12-15.39

ng/mL

プロラクチン
負荷

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＩＧＦ－１（ソマ
トメジンＣ）

臨床化学 茶ＳＰ ECLIA法 ng/mL

ＡＣＴＨ 臨床化学 紫ＥＮ
朝空腹時安静臥

位採血
氷冷提出

ECLIA法
午前7時～10時

7.2～63.3
午前7時～10時

7.2～63.3
pg/mL

ＡＣＴＨ　日内 臨床化学 紫ＥＮ 氷冷して提出 ECLIA法 ＊ ＊ pg/mL

ＡＣＴＨ　負荷 臨床化学 紫ＥＮ 氷冷して提出 ECLIA法 ＊ ＊ pg/mL

全血規定量
5mL

1
～

2
日

測定方法
基準値範囲

単位注意事項

表３参照

全血最低
1ｍL

1
～

2
日

、
平
日

1
5
時
ま
で
に
到

着
分
は
当
日
報
告

血清最低
500μL

1
～

2
日

項目名称 検査室 容器名称 検体量 所要日数
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臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

ＨＢｓ抗原 臨床化学 茶ＳＰ 90 CLEIA法 ＊ ＊ ＊

ＨＢｓ抗原
判定

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＢｓ抗原
定量

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 <0.005 <0.005 IU/mL

ＨＢｓ抗体 臨床化学 茶ＳＰ 20 CLEIA法 ＊ ＊ ＊

ＨＢｓ抗体
判定

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＢｓ抗体
定量

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 <10.0 <10.0 mIU/mL

ＨＢｅ抗原 臨床化学 茶ＳＰ 50 CLEIA法 ＊ ＊ ＊

ＨＢｅ抗原
判定

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＢｅ抗原
カットオフ値

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 <1.0 <1.0 COI

ＨＢｅ抗体 臨床化学 茶ＳＰ 30 CLEIA法 ＊ ＊ ＊

ＨＢｅ抗体
判定

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＢｅ抗体
抑制率

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 <60 <60 ％

ＨＢｃ抗体 臨床化学 茶ＳＰ 10 CLEIA法 ＊ ＊ ＊

ＨＢｃ抗体
判定

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＢｃ抗体
カットオフ値

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 <1.0 <1.0 COI

ＨＣＶ抗体 臨床化学 茶ＳＰ 10 CLEIA法 ＊ ＊ ＊

ＨＣＶ抗体
判定

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＣＶ抗体
カットオフ値

臨床化学 茶ＳＰ 0 CLEIA法 <1.0 <1.0 COI

ＨＩＶ抗原・
抗体

臨床化学 茶ＳＰ 100 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＨＴＬＶ－１
抗体

臨床化学 茶ＳＰ 50 CLEIA法 (-) (-) ＊

ＫＬ－６ 臨床化学 茶ＳＰ 10 CLEIA法 ＜500 ＜500 U/mL

ＰＩＶＫＡ－Ⅱ 臨床化学 茶ＳＰ 20 CLEIA法 ＜40 ＜40 mAU/ml

ＢＮＰ 臨床化学 紫EN 30 氷冷して提出 CLEIA法 ≦18.4 ≦18.4 pg/mL

項目名称 検査室 容器名称 検体量

血
清
　
　
右
記
の
サ
ン
プ
ル
量
に
デ

ッ
ド
ボ
リ

ュ
ー

ム
最
低
3
5
0
μ
L
必
要
で
す

。

測定方法
基準値範囲

1
～

2
日

単位注意事項所要日数

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
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臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

リウマチ因子 臨床化学 茶ＳＰ ﾗﾃｯｸｽ凝集法 ≦15 ≦15 IU/mL

プレアルブミ
ン

臨床化学 茶ＳＰ 免疫比濁法 23-42 22-34 mg/dL

β２ＭＧ 臨床化学 茶ＳＰ ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法 ≦2.0 ≦2.0 mg/L

ＣＨ５０ 臨床化学 茶ＳＰ 採血後即時提出 リポゾーム免疫測定法 31.6-57.6 31.6-57.6 U/mL

ＧＡ 臨床化学 茶ＳＰ 酵素法 11-16 11-16 ％

Ｚｎ 臨床化学 茶ＳＰ 5-Br-PAPS直接法 80-130 80-130 μg/dL

ＩｇＧ 臨床化学 茶ＳＰ  免疫比濁法 861-1747 861-1747 mg/dL

ＩｇＡ 臨床化学 茶ＳＰ 免疫比濁法 93-393 93-393 mg/dL

ＩｇＭ 臨床化学 茶ＳＰ 免疫比濁法 33-183 50-269 mg/dL

Ｃ３ 臨床化学 茶ＳＰ 免疫比濁法 73-138 73-138 mg/dL

Ｃ４ 臨床化学 茶ＳＰ 免疫比濁法 11-31 11-31 mg/dL

ＬＲＧ 臨床化学 茶ＳＰ ﾗﾃｯｸｽ凝集免疫法
＜16.0

（ｶｯﾄｵﾌ値）
＜16.0

（ｶｯﾄｵﾌ値）
μg/mL

ＴＰＬＡ定性 臨床化学 茶ＳＰ★ ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法 (-) (-) ＊

ＲＰＲ定性 臨床化学 茶ＳＰ★ ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法 (-) (-) ＊

ＲＰＲ法定量 臨床化学 茶ＳＰ★ １～２日 ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法 ＜1.0 ＜1.0 R.U.

ＴＰＬＡ法定量 臨床化学 茶ＳＰ★ 1～2日 ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法 COI

エンドトキシ
ン定量

臨床化学
赤エβ：エンドト
キ，βＤグルカ

1～2日 氷冷して提出 比濁時間分析法 ＜3 ＜3 pg/mL

β－Ｄグルカ
ン

臨床化学
赤エβ：エンドト
キ，βＤグルカ

1～2日 氷冷して提出 比濁時間分析法 ＜11 ＜11 pg/mL

クリオグロブ
リン

臨床化学
水ＰＳ：水色ＰＳ

ゴム栓
７日 採血後即時提出 目視法 (-) (-) ＊

ＣＣｒ 血液Ｃｒ 臨床化学 茶ＳＰ １～２日
２４時間ＣＣｒ検査有
り

酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＣＣｒ 尿Ｃｒ 臨床化学 アシスト管 １～２日
２４時間ＣＣｒ検査有
り

酵素法 ＊ ＊ mg/dL

２４ＣＣｒ
ｌ／日

臨床化学 茶ＳＰ １～２日 酵素法 ＊ ＊ L/day

２４ＣＣｒ
mｌ／分

臨床化学 茶ＳＰ １～２日 酵素法 ＊ ＊ mL/min

蛋白／蓄尿 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 ＊ ＊ mg/dL

１日尿蛋白 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 31.2-120.0 31.2-120.0 mg/day

Ｃａ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 酵素法
100-200
mg/day

100-200
mg/day

mg/dL

Ａｍｙ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

糖／蓄尿 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

　１日尿糖 臨床化学 アシスト管 酵素法 30-130 30-130 mg/day

ＵＮ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 GLDH/ICDH消去法
6.5-13
g/day

6.5-13
g/day

mg/dL

Ｃｒ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 酵素法
0.5-1.5
g/day

0.5-1.5
g/day

mg/dL

ＵＡ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 ウリカーゼPOD法
0.4-0.8
g/day

0.4-0.8
g/day

mg/dL

ＩＰ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 酵素法
400～800
mg/day

400～800
mg/day

mg/dL

Ｍｇ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 酵素法
50～200
mg/day

50～200
mg/day

mg/dL

Ｎａ／Ｋ蓄尿 臨床化学 アシスト管 ISE法 ＊ ＊ ＊

Ｎａ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 ISE法
125-250

mmol/L/day
125-250

mmol/L/day
mmol/L

Ｋ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 ISE法
50-100

mmol/L/day
50-100

mmol/L/day
mmol/L

Ｃｌ／蓄尿 臨床化学 アシスト管 ISE法
70-250

mmol/L/day
70-250

mmol/L/day
mmol/L

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に
到
着
分
は
当
日
報
告

注意事項 測定方法
基準値範囲

単位

0.5未満　陰性
0.5以上-1.0未満　判定保留

1.0以上　陽性

血清最低
500μL

1～2日

血清最低
500μL

項目名称 検査室 容器名称 検体量 所要日数

最低500μL

全血2ｍL

血清最低
200μL

尿500μL

最低500μL

全血3ｍL

全血3ｍL

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
出典の原文を記載しているため、実際の報告値の桁数とは異なる場合があります 　4/8

※所要日数に土日祝日は含まれません

(更新日:2025/11/04）



＜項目名称の検索方法＞
【Ｃｔｒｌ】+「Ｆ」で キーワードを全角で入力してください。

臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

微量Ａｌｂ／
蓄尿

臨床化学 アシスト管 免疫比濁法 ＊ ＊ mg/L

ＮＡＧ／蓄
尿

臨床化学 アシスト管 MPT-NAG基質法 ＊ ＊ IU/L

β２ＭＧ／
蓄尿

臨床化学 アシスト管 ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法
≦0.37
mｇ/day

≦0.37
mｇ/day

mｇ/L

蛋白／随尿 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 ＊ ＊ mg/dL

蛋白／
随尿・Ｃｒ値

臨床化学 アシスト管 計算式 ＊ ＊ g/g･Cr

クレアチニ
ン随尿

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｃａ／随尿 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ａｍｙ／随尿 臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 16-491 21-447 U/L

糖／随尿 臨床化学 アシスト管 酵素法 `2-20 `2-20 mg/dL

尿糖　負荷 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

尿糖測定
日負

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＵＮ／随尿 臨床化学 アシスト管 GLDH/ICDH消去法 ＊ ＊ mg/dL

Ｃｒ負荷尿
負荷

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＵＡ／随尿 臨床化学 アシスト管 ウリカーゼPOD法 ＊ ＊ mg/dL

ＩＰ／随尿 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＩＰ負荷尿
負荷

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｍｇ／随尿 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｎａ／随尿 臨床化学 アシスト管 ISE法 ＊ ＊ mmol/L

Ｋ／随尿 臨床化学 アシスト管 ISE法 ＊ ＊ mmol/L

Ｃｌ　随尿 臨床化学 アシスト管 ISE法 ＊ ＊ mmol/L

微量Ａｌｂ／
随尿

臨床化学 アシスト管 免疫比濁法 ＊ ＊ mg/L

アルブミン
指数

臨床化学 アシスト管 計算式 ＜30 ＜30 mg/g・Cr

ＮＡＧ／
随尿

臨床化学 アシスト管 MPT-NAG基質法 ≦11.5 ≦11.5 IU/L

β２ＭＧ／
随尿

臨床化学 アシスト管 ﾗﾃｯｸｽ免疫比濁法 ≦0.25 ≦0.25 mｇ/L

最低500μL 1～2日

単位注意事項項目名称 検査室 容器名称 検体量 所要日数

最低500μL

測定方法
基準値範囲

最低500μL

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に
到
着
分
は
当
日
報
告

最低500μL 1～2日

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
出典の原文を記載しているため、実際の報告値の桁数とは異なる場合があります 　5/8

※所要日数に土日祝日は含まれません

(更新日:2025/11/04）



＜項目名称の検索方法＞
【Ｃｔｒｌ】+「Ｆ」で キーワードを全角で入力してください。

臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

蛋白／髄液 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 8-43 8-43 mg/dL

Ｇｌｕ／髄液 臨床化学 アシスト管 酵素法 50-75 50-75 mg/dL

ＬＤ－ＩＦＣＣ
／髄液

臨床化学 アシスト管 ＩＦＣＣ法 ＊ ＊ U/L

Ｎａ／Ｋ
髄液

臨床化学 アシスト管 ISE法 ＊ ＊ ＊

Ｎａ／髄液 臨床化学 アシスト管 ISE法 130-150 130-150 mmol/L

Ｋ／髄液 臨床化学 アシスト管 ISE法 2.5-3.5 2.5-3.5 mmol/L

Ｃｌ／髄液 臨床化学 アシスト管 ISE法 120-125 120-125 mmol/L

蛋白／胸水 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 ＊ ＊ mg/dL

Ｔ－Ｂｉｌ／
胸水

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｄ－Ｂｉｌ／
胸水

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＬＤ－ＩＦＣＣ
／胸水

臨床化学 アシスト管 ＩＦＣＣ法 ＊ ＊ U/L

Ａｍｙ／胸水 臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

ＴＧ／胸水 臨床化学 アシスト管 酵素比色法 ＊ ＊ mg/dL

Ｇｌｕ／胸水 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＣＡ１９－９
／胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ U/mL

ＣＡ１２５／
胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ U/mL

ＣＥＡ／
胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＡＦＰ／
胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＳＣＣ／
胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

フェリチン／
胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＣＹＦＲＡ／
胸水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

蛋白／腹水 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 ＊ ＊ mg/dL

Ａｌｂ／腹水 臨床化学 アシスト管 改良BCP法 ＊ ＊ g/dL

Ｔ－Ｂｉｌ／
腹水

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｄ－Ｂｉｌ／
腹水

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＬＤ－ＩＦＣＣ
／腹水

臨床化学 アシスト管 ＩＦＣＣ法 ＊ ＊ U/L

Ａｍｙ／
腹水

臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

ＴＧ／腹水 臨床化学 アシスト管 酵素比色法 ＊ ＊ mg/dL

Ｇｌｕ／腹水 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

最低1000μL

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に

到
着
分
は
当
日
報
告

最低1000μL

1
～

2
日

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に

到
着
分
は
当
日
報
告

最低1000μL

測定方法
基準値範囲

単位注意事項

最低500μL

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に

到
着
分
は
当
日
報
告最低300μL

項目名称 検査室 容器名称 検体量 所要日数

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
出典の原文を記載しているため、実際の報告値の桁数とは異なる場合があります 　6/8

※所要日数に土日祝日は含まれません

(更新日:2025/11/04）



＜項目名称の検索方法＞
【Ｃｔｒｌ】+「Ｆ」で キーワードを全角で入力してください。

臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

ＣＡ１９－９
／腹水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ U/mL

ＣＡ１２５／
腹水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ U/mL

ＣＥＡ／腹水 臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＡＦＰ／腹水 臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＳＣＣ／
腹水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

フェリチン／
腹水

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

蛋白／
関節液

臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 ＊ ＊ mg/dL

Ｇｌｕ／
関節液

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＬＤ－ＩＦＣＣ
／羊水

臨床化学 アシスト管 ＩＦＣＣ法 ＊ ＊ U/L

Ｇｌｕ／羊水 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

蛋白／他材 臨床化学 アシスト管 ピロガロールレッド法 ＊ ＊ mg/dL

Ｔ－Ｂｉｌ／
他材

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｄ－Ｂｉｌ／
他材

臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＬＤ－ＩＦＣＣ
／他材

臨床化学 アシスト管 ＩＦＣＣ法 ＊ ＊ U/L

Ａｍｙ／他材 臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

ＴＧ／他材 臨床化学 アシスト管 酵素比色法 ＊ ＊ mg/dL

Ｇｌｕ／他材 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

最低1000μL

1
～

2
日

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に
到
着
分
は

当
日
報
告

最低1000μL

最低1000μL

最低1000μL

測定方法
基準値範囲

単位注意事項項目名称 検査室 容器名称 検体量 所要日数

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
出典の原文を記載しているため、実際の報告値の桁数とは異なる場合があります 　7/8

※所要日数に土日祝日は含まれません

(更新日:2025/11/04）



＜項目名称の検索方法＞
【Ｃｔｒｌ】+「Ｆ」で キーワードを全角で入力してください。

臨床化学
（院内） 様式6-1　検査部門インフォメーション管理基準文書Ver.3

（男） （女）

ＣＡ１９－９
／他材

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ U/mL

ＣＡ１２５／
他材

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ U/mL

ＣＥＡ／
他材

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＡＦＰ／
他材

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＳＣＣ／
他材

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

フェリチン／
他材

臨床化学 アシスト管 ECLIA法 ＊ ＊ ng/mL

ＡＳＴ／
他材

臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

ＡＬＴ／他材 臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

ＣＫ／他材 臨床化学 アシスト管 JSCC標準化対応法 ＊ ＊ U/L

ＵＮ／他材 臨床化学 アシスト管 GLDH/ICDH消去法 ＊ ＊ mg/dL

Ｃｒ／他材 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

Ｃａ／他材 臨床化学 アシスト管 酵素法 ＊ ＊ mg/dL

ＣＲＰ定量／
他材

臨床化学 アシスト管 ﾗﾃｯｸｽ比濁法 ＊ ＊ mg/dL

Ａｌｂ／他材 臨床化学 アシスト管 改良BCP法 ＊ ＊ g/dL

ＨＢＶＤＮＡ
定量
リアルＰＣＲ

遺伝子
赤核酸：赤栓核
酸検査用８ｍＬ

管
7日

検体提出は
臨床化学検査室

へ
リアルタイムPCR法 検出せず 検出せず

LogIU/
mL

項目名称 検査室 容器名称 検体量

最低1000μL

5000

1
～

2
日

単位
基準値範囲

注意事項 測定方法所要日数

最低1000μL

1
～

2
日

、
平
日
1
5
時
ま
で
に
到
着
分
は

当
日
報
告

基準値範囲（生物学的基準範囲、又は臨床判断値を含む）の桁数は、由来となる
出典の原文を記載しているため、実際の報告値の桁数とは異なる場合があります 　8/8

※所要日数に土日祝日は含まれません

(更新日:2025/11/04）


